
久里浜地域運営協議会第 68回定例会 

（令和 5年度第 4回） 

 

日時：令和 5年 11月 14日（火） 

18時 30分～19時 30分 

久里浜行政センター 第 1・2会議室 

 

委員出席者：小川会長、森下副会長、吉川会長、橋本副会長、寒河江監事、 

加藤監事、君島会計、藤森委員 

オブザーバー：㈱GNF-J 梁井様 

事務局出席者：橋本館長、樋口副館長、坂尾担当 

 

１ 各専門部会の活動状況について 

 

（１）防災・防犯専門部会（小川会長） 

   10月 17日の会議にて下記の議題を協議した。 

   ・「100トンタンク（非常用貯水装置）開設」に関する打合わせの結果報告。 

   ・10月 7日に開催した「安全・あんしんのつどい」の結果報告。 

   ・12月 12日に開催する防災研修会「三浦半島の活断層について」の準備

状況を報告した。 

 

  Ｑ（委員） 

    関東大震災から 100 年の節目であるなど、防災についての関心が高ま

っているので、防災研修会は人が集まりやすい土日に開催したほうが

いいのではないか。 

 

  Ａ（小川会長） 

    講師の方のスケジュールの問題などもあり平日の開催としている。 

 

  Ａ（橋本館長） 

   関東大震災から 100 年ということで、各行政センターで順番にパネル

展を実施している。講師の方からの提案もあり、防災研修会の会場でも

一部を展示する予定である。久里浜行政センターでの開催は、12 月 13

日からの開催を予定している。 



 

 

（２）歴史と文化専門部会（小川会長） 

   ・「くりはまカレンダー２０２４」11月６日に販売開始した。 

テーマ「景色の移り変わり」 

   ・久比里坂にある浦賀港拓道碑の説明版設置を計画している。 

 

 

（３）マリノス専門部会 

F・マリノスくりはまカップについて 

   ・F・マリノスくりはまカップについての大会概要を報告した。 

    地域運営協議会から共催として、3万円をお渡ししてよろしいか。 

→ 全会一致で承認しました。 

 

  Ｑ（委員） 

    優勝メダルの支出額は、どこを参考にしているのか。 

 

  Ａ（森下副会長） 

    ＦＣ明浜の代表の方が取りまとめてくれている。 

 

  Ａ（橋本館長） 

    市でも他の大会の開催や、補助を出していることがあるので、それに基

づいた適正な金額となっている。 

 

  Ｑ（委員） 

    参加賞の 3万円はクリアファイルのことを言っているのか。 

 

  Ａ（橋本館長） 

    クリアファイルだけでなく、他の物も足す予定をしている。マリノスか

らも何かしらの提供がある予定である。 

    参加賞が確定したら、議事録と一緒にお知らせする。 

 

★確認事項の回答 

    参加賞はクリアファイルのほかに、主催者から 1 チームに 1 つ作戦ボ

ードを渡す予定。 

    その他、大会実施要項については別添えの通り。 



 

２ その他 

 

   ・12月 13日ごみ処理場の煙突の工事始め式が実施される。 

 

   ・11月 15日久里浜行政センター会議室にて、煙突解体についての市民へ

の説明会が実施される。 

 

   ・横須賀市立総合医療センターの建設業者 大成建設が住民に呼びかけを

し、餅つき大会が実施される。12 月 25 日に工事の管理棟付近で実施予

定。 

 

   ・12月９日 正業寺にて砂村新左衛門祭が開催される。 

 

   ・黒船初入港記念 PRESS 発表会の日程が、ドック検査の都合により変更

となった。 

変更前：11 月 22 日 14：00～ 

変更後：11 月 24 日 14：00～ 

 

   ・災害時要援護者の新規登録者名簿が送られてきている。横須賀市全体で

6000 人→9000 人と 3000 人も増加している。その中には町内会・自治

会に入っていない人もいる。民児協としては、できる範囲で対応してい

こうと思っている。 

 

    →内川町内会では、災害時要援護者について前回 12、13 年前に市から

話があった時に、反対をした。協力員として個人名を出してしまうと、

もし助けに行けずに何かあったときに、その人に責任が生まれてしま

うため。また、その際に、要援助者であることを近所に知らせてもいい

かを確認すると、半数が知らせてほしくないと回答した。そういった経

緯もあり、現在は手を付けていない状況である。 

 

    →久里浜台自治会では、防災部員が 70 名強いる。37 ブロックに防災

部員をはりつけて、何かあったときに状況を把握するために、見守り隊

本部員リストというものを作成し、明確化した。 

 

 



    →大津の訓練では、民生委員、福祉推進委員、町内会の 3 名で安否確認

に行って、①黄：問題なし②青：水、食料要③赤：避難所への移動が必

要の 3 つのタスキで色分けし、赤のタスキの家に消防団と一緒に車い

すを持って助けに行くという訓練を行った。 

 

    →自助や隣組など、近隣住民で助け合えるとよいが、現代では難しい。

地域の現状としては、町内会・自治会をやめたいという人や、最初から

町内会・自治会に入らないという人もいる。実際に町内会がなくなって

しまった例もある。地域運営協議会としても、そういった基盤の上で、

活動をしていかなくてはならない。 

 

   ・地域運営協議会の委員名簿を更新したものを発行してほしい。 

    →議事録と一緒にお送りする。 

 

 

                          

  以上 

次回は令和 6年 1月 16日（火） 

18時 30分～ 

久里浜行政センター 第 1・２会議室 


